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亘８， 村 松 博乏， 唐 澤久 美 子
，

前林 勝也， 那 須 佐 知 子，
篠 田宏 文

、
河 野真 理

，
関 香 織

，
上 閏美 緒

，
鈴 木一 史， 三橋 紀 夫： 肝細 胞 癌移 転１こ対す る放 射 線療 法の 臨床 的検 討． 第６三 回 目 本医学 放

射 線 学会総 会． （平成１４年 ４須 ４，
５ 目、 神 戸）



１９、 斎藤 淳一
，

桜井 英 幸１ 鈴 木 義行， 看州 仁， 秋元 哲 衆 北 本佳 亀 中山 優 子； 長斧州 正 亀 中

野隆 史
，

三橋 紀 夫二 新 規 低 酸素 細 胞マ ーカ ーβ一Ｄ一㎜ ＧＰ に よる 実 験腫 瘍 の低 酸素 綱 胞 の

定 量化． 第 ６亘 回目本 医 学放射 線 学会総 会、 （乎 歳茎４ 隼逐月 ４，５ 買、 神 戸）

２０． 岩井 恵理 子， 皐 野千恵， 斉藤 尚 子
，

小 野菌 子， 州 肉 喜代 隆
， 勝 部 隆男； 原 発性 胃 悪 性リ ンパ

腫の ＣＴ 像＝ 周 囲 臓器 への 浸潤 像 の穣討一 繁 叡 團費本 医 挙放射 線 学会総 会． （平成 １４ 年 ４

月 ４
，
５ 冒

、
神 戸）

２１。 森禺 覧 牧 正子
，

草滋 美 夏
、

花州 マ ミ享 永松 仁、 小林 秀 歓 冒 下部 きよ 子，
三橋 紀 夫， 伊

藤悠 基夫： 臨床 的 にサイ レン トな副腎 鮎 細 触Ｏ鵬１こお ける 副腎皮 質 シ ンチ グラフィ ー の

意 義 第６王 国黒 本医 学放 射 線学会 総会一 （平 成 脾 年千月 劣５ 冒、 神 戸）

２２． 三橋 紀夫： 癌の 放射 線治 療 法と 固 ラベ ル体 を用 いた 治療． 申界 製薬 株式 会杜 主催 講演会．
（平成 脾 年５月、 三島）

２３、 野申 哲生
，

秋 元 哲 夫，
玉 木義 雄， 石 川 仁， 原 島 浩一， 桜井 英 幸， 三 橋紀 夫

，
申野 隆史： 温熱

耐 陛獲得 と熱 ショ ック 蛋白 の綱 胞内 局在 との 相 関． 第６ 回群 馬 α 虹ｃ創 Ｏ丘ｏｏ１ｏｇｙ Ｒｅｓ鰍ｃｂ

勉 強 会．（平成 １４ 年６月 ７ 目、 前橋）

２４．
唐 澤 久 美 子

，
関 香 織

，
河 野 真 理

，
篠 田 宏 文

，
那 須 佐 短 子

，
村 松 博 之

，
前 林 勝 也

，
三 橋 紀 夫

，

吉原 俊雄， 荒 牧 売： 喉頭癌 の 病類 別な ら びに部 位別 にみ だ適 切な 放射 線療 法、 第 ２６ 回目

本 頭 頸部 腫瘍 学会、 （乎成 μ 隼 醐 茎婁
、玉

遜簿、 千葉）

２５． 唐 澤 久 美 子
，

堀 州 置 史
，

関 香 織
，

概 野 真 理
苦

篠 閏 宏 文
苧

灘 須 崔 無 子
茗

村 松 簿 之
，

前 林 勝 也
，

三橋紀夫：放射線療法を受 けた頭頸部腫瘍患者⑳不安 噸 うつをその隷庵．第２６園冒本頭

頸部 腫瘍 学会． （平成 １４ 年６月 亘３ヨ脾 胃、 千 葉）

２６一 篠 田 宏 文
，

唐 澤 久美 子， 関 香 織， 河 野真 理
，

那須 佐 知 子
，

村 松 樽之
、

前 林 勝抱
，

三 橋 紀夫，
吉原俊 雄， 扇 内秀 樹， 荒 牧 元： 当 科に お ける舌 癌組 織肉 照射 の後 期有 害事 象⑳ 検 討 第 ２６

回 目本 頭 頸部 腫瘍 学会． （平成 脾 年６月 １３，１４冒、 千 葉）

２７
、

秋 元 哲 夫
，

野 中 哲 生
，

石 川 仁
，

桜 井 英 幸
，

村 松 博 之
，

三 橋 紀 夫三亘ＳＰｇＯ シ ャ ペ ロ ン コ ン プ レ

ックスを標的と した放射線増感作用 に関する基礎的検討、 第６回がん労子標的治療研究会

総 会 く平 成１４ 年６月 ２７，２８ 臥 札 鰯）

２８一 佐 藤 英 幸， 唐澤 久 美 子
，

中 坪直 樹
，

斉 藤 尚 子， 関 香 織，
河 野 真理， 能 城 毅、 那 須佐 魚 子。

村 松樽 乏， 前林 勝也，三橋 紀 夫： 非 ホ ジキ ンリ ンパ 腫の 乳房 内 浸潤 に 対す る 放射 線治療． 第

棚 回胃本核医学放射線学会関東飽方会、（平成 脾 年６月、 東京）

２９．
斉 藤 尚 子

，
西 井 規 子

，
木 村 文 子

，
上 野 恵 子

，
酒 井 文 和

，
三 橋 紀 夫

，
寺 岡 慧

，
二 瓶 宏＝ 全 身

性 エリ テマ トー デス （ＳＬＥ） の 経過 中， 直腸 穿孔 を来 た した２ 例． 第 ４２１ 回員本 核 医学放 射

線 学会 関東 飽方 会．（乎成三４年 ６月、 東 京）

３０． 森 閏 覧 遠閏 譲， 木村 文 モ 上野 恵子
，

酒 井 文和
，

三橘紀 夫；Ｓｅ興ｅη樹 鮒 読泌 触ｅｄｉ◎蚊ｓｉｓ
と 考 麦ら れだ回 腸 仮性動 脈瘤 破 裂の１ 例． 第１４回 関東ＩＶＲ 研 究会、（平 成亘４ 年６月、東 京）

３互． 那 須佐 飽 子
，

唐澤 久美 子，
前 林勝 也

， 材 松博 乏， 河 野真 理， 関 香 織 三橋 紀 夫： 進行 乳癌 の

放 射線 治療１こお ける 化学 療 法の役 割． 第 豆Ｏ 回員 本乳 癌学 会総 会．（平 成亘逐年 ７月 ５
，
６冒、

名古屋）



３２、 唐 澤 久 美 子， 堀州 直史， 関 香 織， 河野 真 理， 那 須 佐知 子
，

村 松 樽乏
，

前 林 勝也， 三橋 紀 夫：

放射 線療 法を 受け る乳癌 患者 の不 安と 抑うつ と その 対応． 第 １０ 回 員本 乳癌 学会 総会．（平

成 １４ 年 ７ 月 ５
，
６ 買

、
名 古 屋）

３３． 斉 藤淳 一， 桜 井英 幸， 鈴 木義 行
，

刮１１ 仁
， 秋 元哲 夫，

北本 佳住， 中 山優 子， 長谷川 正 俊， 申

野隆 史
，

三橋 紀 表： 新 規低 酸素 マ ーカ ー β一Ｄ一㎜ ＧＰ を用 い だ実 験 腫瘍 にお ける 低酸 素 分

函の 画像 化． 第３２回 冒本 医学 放射 線学 会生物 部 会放 射線 によ る撤 癌 シ ンポ ジウム
，

新 しい

放 射 線治 療戦 略に 殉けて， 近未 来の 臨床 放射 線生 物学 の展 望． （平成 １４ 年７月 ２１２２ 目、
秋田）

３卑
．

林 基 弘
，

レ ジ ス ジ ャ ン
，

井 澤 正 博
，

村 田 徳 子
，

臼 倉 政 雄
，

小 野 由 子
，

堀 智 勝： Ａｄｖ卿ｃｅｄ

㎝ｄ 棚ｏτｅ Ｅ伍ｅαｉ∀ｅ Ｍ Ｒ ㎞ ａｇｅｓ 厳 Ｒ◎ｂ◎ｔ娩 ｄ Ｍｉ唖ｏ・臨 ｄｉｏｓ唖ｇ 珊，
Ｇ 幽 ＆ ㎞ 臨 Ｍｏｄｅ１Ｃ

ヨ
ＡＰＳ．

第１亘 回目 本定位 放射 線治 療学会、（平成 玉４年７月 ２７ 自
、 東京）

３５， 野中 哲 生
， 秋 元 哲夫， 三橋 紀夫， 原 島浩 一

， 桜 井 英 幸
，

玉 木 義雄
， 中 野 隆史： 蛍 光抗 体 法 に

よる ＨＳ醐 陽性穎 粒の 温熱 による 変 化． 冒本 ハイ パー サ ーミ ア学 会第 王９ 回大 会、（平成 １４

年 ９ 月 １３，
１４ 目

、
名 古 屋）

３６． 秋 元 哲夫
ラ 野中 哲生

， 看川 仁，
桜井 英幸， 原 島 浩一

， 蚕木義 雄
，

三橋紀 夫： ＫＮＫ４３７ によ る

温熱耐性制獅と ＭＡＰ キナーゼシグナル伝達への影響に関する基礎的検討 員本ハイ パー

サ ー ミア 学会 第１９ 回大会．（平 成旦４ 年９月 １３，１４目、 名 古屋）

３７． 佐 藤 英 幸
，

唐 澤 久 美子，
中 坪 直 樹

，
斉 藤尚 子， 関 香 織， 衝 野 真理， 能 蛾 毅， 那 須 佐節 子，

村松 簿之
，

前 林勝也
，
三橋 紀夫； 非 ホ ジキ ンリ ンパ 腫の 乳房 内 浸潤 に 対す る 放射 線治 療、 第

２７ 回東 京女 子 医科大 学乳癌 研究 会１〈平成１４ 年 ９月 ２８ 貝、 東 京）

３８、 那須佐知子， 唐澤久美子： 化学放射線療法で良好な周所制御が得られた局所進行炎症乳癌

の一例． 第２７ 回 東京女 子 医科大 学乳 癌研 冤 会 （平成 １４ 年９月 ２８胃、 東 京）

３９
．

原 島 浩 一
，

秋 元 哲 夫
，

野 申 哲 生
，

申 野 隆 史
，

三 橋 紀 夫： 亘ｓｐ９０ シ ャ ペ ロ ン コ ン プ レ ッ ク ス 阻

害剤によるアン ドロゲン依存牲前立腺癌綴胞株の放射線増感作用． 第 ２７ 回灘馬放射線腫

瘍 研 究会、（平成１４年 ９月、 群馬）

４０． 北本 桂 住， 秋 元 哲 夫， 石川 仁， 桜井 英 幸， 中 野隆 史， 伊藤 一 人
，

山 本 巧
，

黒川 公 平
，

鈴 木

和 弘
， 山中英 譲、

三 橋紀 夫： 前 立腺癌 に 対する 殊照 射 高線 量率 組織 内照 射の 試み． 第 ２７ 回

群 馬 放射 線腫 瘍研 究会． （平成１４年 ９月 ２８ 員、 東京）

刎． 前林 勝也
，

今 井 礼 子
， 山 田 滋

，
河野 真 理，

能城 毅， 那 須 佐 知 子， 篠 禺 宏文， 材 松 博 之
，

唐

澤久美子，
三橋紀夫： 同一起源で異なる性質を有する ２ 種類の細胞株を用いた重量子線感

受 性 に 関 す る 検 討
．

第 ４０ 回 目 本 癌 治 療 学 会． （平 成 １４ 年 １０ 月 王６
，
１７

，
１８ 員

、
東 京）

４２． 唐 澤 久美 子， 堀川 直史， 関 香織， 河 野 真理， 那 須 佐知 子
，

村 松博 之
，

前 林勝 也
，

三 橋 紀夫；

放射線療治療患者の不安と抑うつの治療経遇に伴う変化． 第 ４０ 回目本癌治療学会．（平成
１４ 年 工０ 肩 １６

，
１７

，
王８ 冒

、
東 京）

４３一 秋 元 哲 夫
，

北 本 桂住
，

石川 仁
，

桜井 英 幸
，

斉 藤 淳 一
， 中 野隆 史

， 山本 巧， 鈴木 和 浩， 山 中

英 寿， 三橋 紀 夫； 前 立腺癌 に 対する 殊 照射併 用 高線 量率 組織 内照 射法 の初 期 体験． 第 ４０ 国

目 本癌 治 療学 会 （平 成 脾 年１０月 晦１７，１８貝、 東京）

４４一 成 宮 孝祐
， 井 出 博子

ξ
江 口礼 紀 中村 努， 林 和 彦， 小 林 中， 太 困正 穂二 高 崎 健１ 唐澤 久

美 子
，

三 橋紀 夫： 化 学療法 先 行集 学的 治療が 奏 効 しＣＲカミ得 ら れだ進 行食 道癌 （ｓ惚ｇｅ腕 症



倒 の 検 討）
．

第 ４０ 回 貝 本 癌 治 療 学 会． （平 成 １４ 年 一〇 月 １６
，玉

７
，
亘８ 良、

東 京）

４５一 前 林勝 也， 今井 礼 子， 岬ヨ 滋， 関 香織， 河 野真理
，

能 城 袈 那 須佐 知 子、 篠 田宏 丈 材 松

榑 之， 唐 澤久 美子，
三橋 紀夫： 同一 起源 で異 なる 性質 を 有する ２ 種類 の細 胞株 を用 いた 重

粒 子 線感受 性 に関す る検 討 第４０ 回 冒本癌 治療 学会．（平成１４ 年 １０月 １６，１７，１８冒、 東京）

４６一 秋 元 哲 夫
，

北 本 佳 住
，

看 州 仁
，

桜 井 薬 幸
，

斎 藤 淳 一
，

中 野 隆 史
，

山 本 巧
，

鈴 木 稿 浩
、

山 中

英 寿， 三橋 紀夫 （プ レナ リ ーセ ヅ ショ ン） ： 敵並 駿癌 に 対す る外 照射 併 用高 線 量率 組織内

照 射 法の初 期経 験． 第４０回 員本 癌治 療学 会 （平成 脾 年 １０月 １⑭７，王８ 員、 東京）

４７． 三 橘紀 夫
，

秋元 哲 夫
， 野 中哲 夫， 看州 仁： ヒス トン 腕アセ チ ル化 鰹 害剤 によ る 放射 線増感

効 果 に関す る検 討 第６１ 回目 本癌 学会．（平成 夏遜 牢 郷 邦 晩３ 目、 東京）

４８。 井 上俊 彦， 山 下 孝， 平岡真 寛， 三 橋紀 夫 叩 繍 醐 破Ｃ雛 Ｓ繍ｙ か らみ た放 射線 治療 のパ ラ

ダ イ ム シ フ ト． 第 ６１ 回 員 本 癌 学 会
、

（平 成 狢 年 湖 潟 蓋
宇
凄
、
３ 蟹、 東 京）

４９一 北 本佳 住ラ 中山優 毛 松浦 正名， 申 野隆史皇
圭屋 響盲 斎 藤 罷隼二 皐川 和 重 三橋 紀 夫

，
新部

英男： 隈局型小細胞肺癌の治療成績一園並療養蕨蟹欝篤癌院紅おける ５０ 例の検討．第 ４３
回 目本 肺癌 学会 総会 （平成 脾 年至 朗 ２呈，箆 湊、 簿多

、
橿濁）

５０、 原 島浩 一
， 秋元 哲 衆 野中哲 集 桜 燕葵 拳壷 寧 野 隆 更 三矯縁 失 く展 示）：亙ｓｐｇＯ シャ ペロ ン

コンプレックス阻害による添汐そン絃存控繭並擦癌綴 髄株郷激射線増感、 冒本放射線腫

瘍学会第王５回学衛犬会 呼 威王蟻寧１蝸 刻垂箆 劣 簿、 東 菊

５１． 秋 元哲 夫
，

花本 佳住
，

斎 藤淳 一
，

桜井 英 幸
， 原 島 渚一

， 申野 隆史
言

三 橋 紀夫二 前 立腺 癌 に瀞

する外照射併用高線量率組織内照射法の短期効果と急性反芯、 冒本放射線腫瘍学第 １５ 回

学 術 大 会
．

（平 成 脾 年 １１ 月 ２三２２
，
２３ 實、 東 京）

５２一 関 香 織， 唐 澤 久美 子， 斉 藤 尚 子， 能 城 毅
，

河 野 真 理
，

那 須 佐知 予， 材 松 樽 之． 前 林 勝也，
三橋紀夫： 食道表在癌の腔肉照射併用放射線治療による治療成績． 冒本放射線腫瘍学第１５

回 学 術 大 会
Ｉ

（平 成 １４ 年 １１ 月 ２１
，
２２

，
２３ 目、

東 京）

５３。 北 本佳 住
，

申山優 乎
，

松 浦正名， 申野 隆史， 皐川 稿 重， 三橋 紀夫
，

新 部英 男： 隈 局型 小細 胞

蹄癌 の 治療成 績． 胃 本放射 線 腫瘍 学第１５ 回 学術 大会． （平成１４年 １１月 ２１，２２，２３ 冒、東 京）

５４ 那 須 佐知 子， 唐 澤 久美 子， 中坪 直 歓 関 香 織 能 残 毅
，

河 野真 理， 村 松 博 之， 前 林勝 抱
，

三橋 紀 夫＝ 局所 進行 乳癌 に対 する Ｄｏｃｅ敏ｅ１ 併用 化 学放射 線療 法． 買 本放 射線 腫瘍 学第 １５
回 学 術 大 会

．
（平 成 王４ 年 １１ 月 ２ユ

，
２２

，
２３ 員、 東 京）

５５。 篠 固宏 文
， 材松 博 之

，
片 岡利 之， 水 野 詩 子， 関 香 織

，
那 須佐 知 子

，
前林 勝也

，
唐 澤 久美 子，

三橋 紀夫：Ａｕ グ レイ ンを用 いた頭 頸部 癌 治療． 員 本放 射線 腫瘍 学第三５ 回学 術大会． （平成

１４ 年 一玉 月 ２王
，
２２

，
２３ 目、 東 京）

５６．
前 林 勝 也

，
今 井 礼 子

，
山 田 滋

，
梅 禺 美 夏

，
関 香 織

，
那 須 佐 無 子

，
村 松 博 之

，
唐 澤 久 美 子

，
三橋紀夫： 同一線源で異なる党子線感受性を有する２種の細胞株による重粒子線感受性に

関す る検 討． 胃本 放射線 腫蕩 学 第１５ 回学 術大 会． （平成 １４年 １１月 ２玉
，
２２

，
２３ 冒、 東京）

５７
．

河 野 真 理
，

唐 澤 久 美 子
，

関 香 織
，

能 城 毅
，

篠 田 宏 文
，

喜 多 み ど り
、

三 橋 紀 夫
，

申 澤 速 和
，

東 閲 紘； 組織 内照射 を施 行 しだ陰 茎癌 ３ 例の 検討． 目本 放射 線腫 瘍 学第 三５ 回 学術 大会．
（平 成 １４ 年 １王 月 ２１

，
２２

，
２３ 目、 東 京）



５８． 原島 浩一
， 秋 元哲 夫， 野 中哲 生

， 三橋 紀 夫， 中 野 隆史：Ｈｓｐ９０シャ ペ 回 ンコ ンプ レックス 阻

害剤 によ るア ン ドロ ゲン依 存性 前立 腺癌 綱胞 株の 放射 線増 感 作用． 群馬 Ｃ１搬 副 ０オｃｏ１ｏｇｙ
Ｒεｓｅ㏄虹 勉強 会 （平成１４ 年亘茎月 ２７目、 群 馬）

５９
．

６０
．

三橋 紀 夫； 分 子生 物学 の進歩 と 放射 線治 療． 近 畿ポ ん 治療 合１司カ ンファ ラ ンス、 （平 成 １４

年 １１ 月 ２９
，
３０ 員、

大 阪）

三橋紀夫： 放射線治療への分子生物学の寄与． 第２８固鹿児島放射線治療研究会、 （平成１４

年王２月 ６貝、 鹿 児島）

６１、 三橋 紀 夫， 秋元 哲夫： 新規 分子 標的 を狙 った 癌 治療 増感 研究 の展 望． 第 ３０回 群馬 脳 腫瘍研

究会．（平 成１５ 年三月 ３１ 胃、 群馬）

６２． 三 橋紀 夫： 新 規分 子標 的を 狙った 癌治 療増 感研 究の展 望． 第 ５ 回癌 治療 増感 研 究シ ン添 ジ

ウ ム ㎞ 奈 良 （平成 １５ 年２月 ８ 冒、 奈 良）

６３． 野 中哲 生， 秋 元 哲夫
，

三橋 紀夫
，

蚕木 義 雄
， 原 島浩 ’

， 看州 仁
，

桜 井英 幸， 申野 隆史＝ 蛍光

抗 体法 によ る 亘Ｓ醐 陽性 穎粒 の温 勲に よる 変化． 第７ 回 関東ハイ パー サー ミア研 究会、（平

成 王５ 年２月 王５ 員、 東京）

６４． 秋元暫夫， 野中哲皐 桜井英幸， 三橋紀芙； 温熱およぴ照射淋 ㎜ 楓 リン酸化と核内顧粒

形 成に 与 える影 響、 第 ７回関 東ハイ パ ーサ ーミ ア 研究 会１（平成１５年 ２月 １５ 冒、 東京）

６５． 三 橋 紀夫； 東京女 子 医科大 学の チュー トリア ル 数育． 第 ２８ 回群 馬 放射 線腫 瘍研 究会、（平 成

Ｉ５ 年 ２ 月 ２２ 冒、
群 馬）

６６． 関 香 織
，

前 林 勝 抱
，

斉 藤 尚 子
，

森 閏 賢
，

福 留 美 夏
，

篠 閏 宏 文
，

郡 須 佐 節 子
，

村 松 博 之
，

三

橋紀夫： 局所進行巨大乳癌の放射線治療経験． 第２８回東京女子医科大学乳癌研究会、 （平

成 １５ 年３月 ８ 冒 東京）

６７． 藤 材 香 織，
酒 井 文和

，
藤 材 幹彦

，
木 材 文手，

斉 藤 尚 子， 三橘 紀 夫， 泳 井 厚 志， 材杉 雅 秀， 大

貴 恭疋
，

西川 敏郎： 肺野 病変 の良 悪性 診断 にお ける ＣＴ ガイ 汽下肺 生 検の役 割． 第 ６２ 回 員

本医 学放 射線 学会 学術発 表会、 （平成 １５ 年４月 三１，三２，１３目、 横 浜）

６８、 北川 マ ミ， 牧 正子， 佐藤 英 幸， 斎 藤 尚 子， 寺閏 茂 彦， 小 原孝 男， 目 下部 き よ子， 三橋 紀 夫；

乳癌セ ンチネルロード〈ＳＬＮ） シンチグラフィーの検出能における基礎的検 討 第６２回目

本 医 学放 射線 学会 学術発 表会． （平成一５ 年 ４月 １１，｝２，１３ 胃、 横 浜）

６９．
村 松 博 之

，
唐 澤 久 美 子

、
斎 藤 尚 子

，
梅 閏 美 夏

，
関 香 織

，
篠 田 宏 文

，
那 須 佐 魚 子

，
前 林 勝 也

，

喜多 み どり
，

三橘 紀 夫： 放射 線 治療 を施 行 した頭 頸 部 悪 性 腫 瘍の ＤＮＡ ｐ１ｏ１ｄｙ ｐ砒ｅ㎜ と

Ｃ一皿ｙｃ 増 幅、 第 ６２ 回 胃 本 医 学 放 射 線 学 会 学 術 発 表 会． （平 成 豆５ 年 ４ 見 １１
，
豆２

，
１３ 目

、
横 浜）

７０． 木 材 文 子， 西 井 規子， 作 田 晶子， 藤 材 幹彦
，

藤 村 香 織
，

松 岡直 樹
，

迫 材泰 成，
酒 井 文和

，
笠

貫 宏， 三橋 紀夫二 肥大 型心 筋症 に合 併する 左 室心 室瘤 の ＭＲ所見． 第６２回 冒本 医学 放射 線

学 会 学 術 発 表 会
、

（乎 成 １５ 年 ４ 月 １１
，
１２

，
１３ 目

、
横 浜）

７１． 兼安 裕 子， 広 川 裕， 村 上祐 司
，

木 村智 樹
，

権 丈 雅浩，
三 橋 紀 夫

， 宇野 隆
， 伊 藤 久夫

， 伊 丹

純
，

茂松直之１ 子宮頸癌術後照射の検 討 第 ６２ 回貝本医学放射線学会学術発表会、 （平成
１５ 牢 ４ 月 ｉ亘

，
１２

，
１３ 目、

横 浜）

７２． 阿部 香 代子，
小野 由子 森田 賢 三橋 紀夫 堀 智 勝 丸 山 隆志： 神 経膠 腫と 脳 梗塞 にお け



る 貯◎ｔｏｎ湖ＲＳ脾 倣ｏｓ岬ｙの 有用 性． 第 ６２回 買 本医 学放 射線 学会 学衛発 表 会 （平成 １５ 年

４ 月 丑玉
，
１２

，
１３ 冒 、

横 浜）

７３． 早野 敏 郎，
土 野恵子，

遠 頭 譲 木 林 文子１ 森 囲 覧 鈴 木一 史
，

早 野 千 恵二 酒 井 文和
二

三 橋

紀夫， 小 原 孝男： 副 腎神 経節綴 胞腫 と褐 色細 胞腫 の 函像所 見 の比較． 第 ６２ 回目 本 医学 放射

線 学 会 学 術 発 表 会． （平 成 呈５ 年 略 凋 至亘
，
呈２

，
王３ 賢、

横 浜）

７４
．

西 井 規 子
，

木 材 文 子
，

催 禺 最 子
，

町 閏 浩 彦
，

上 野 恵 子
，

長 嶋 浩 貴
，

青 見 茂 之
，

酒 井 文 和
，

笠

貴 宏， 三 橋 紀 夫＝ 造影 Ｃで 遅 延 想 にお け る腹 部 大 動 脈動 脈 瘤 壁 の 造影 効 果 に つ いて． 第

６２ 回 胃 本 医 掌 放 射 線 学 会 学 術 発 表 会． （平 成 玉５ 年 硲 月 玉壬
，
亘２

，
王３ 員、 横 浜）

７５．
藤 村 幹 彦

，
西 井 規 子

，
木 村 文 子

，
酒 井 文 和

，
鈴 木 一 史

，
町 困 浩 彦

，
藤 材 幹 彦

，
遠 閏 譲

，
皐 野

敏 郎
，

三 橋 紀 夫： Ｇｄ 造 影 剤 の震 昨 用 調 査
，

本 院 に お け る ｒｅ依◎ 蝦 ｃせｖｅ 触 叡ｙｓ｛ｓ．
第 ６２ 回 冒 本

医 学放 射線 学会 学術発 表会． （平成１５年 ４月 豆１，１
２
，１３ 目、 横 浜）

７６． 石州 仁， 桜 井 英幸， 長 谷川 正俊，
三橋 紀 夫， 高橋 満 弘ラ 鈴 木 義行， 中川 優 子， 秋 元哲 夫，

斉

藤 淳 一： 子 宮頸癌 にお ける１班一１αの発 現と放 射線 治療 成 績への 影 響． 第 ６２ 回 冒本 医学 放

射 線 学会 学衛発 表 会 （平成１５年 硲月 １１，１２，１３ 目、 横浜）

７７． 秋 元 哲 夫
， 野 中哲夫

，
看州 仁， 三橘紀 夫： ヒス トン脱 アセ チル 化 阻害 剤 によ る 放射 線増感

効 果． 第 ７ 回がん 分子標 的治 療研 究会 総会． （乎 成ｉ５ 年６肩、 東京）

７８． 今 井 俊之， 概野 聖美， 慶瀬 理恵 子亨
西 鶴文美官

篠 昭勇
亭

書原 俊巖
，

三橋 紀 夫； 喉 頭癌 の臨 床

統計 的検 討． 第２７ 回買 本頭 頸部 腫瘍 学会．《平成重５ 牢濠潟 あ苛脆，
刃 實、 金扱）

７９． 三橋紀夫： 放射線療法の基礎的研究． 文部科学省特定領域研究 嚇 切 淋ん籍定頓域別研

究 発 表 会 ７ 月
．

（平 成 １５ 年 ７ 月 ２
，
３ 目、 東 京）

８０． 遠 閏 譲
， 町 困治 彦

，
藤 村 幹彦

、
藤 村 香織

，
西 井 規子， 早 野敏 郎

，
上 野 恵子， 酒 井 文和

，
三

橋紀夫， 奥囲比佐志
，

中沢遠和＝ 多発動静脈痩を伴い破裂を繰り返した腎血管筋脂肪腫の

王 例一 第１５ 回関 東 ＷＲ 研究 会．（平成１５ 年７月 １２員、 東 京）

８玉． 町田 治彦
，

遠閏 譲， 藤 林 香織， 藤 村幹 彦， 西 井 規子， 早野 敏郎， 酒 井 文和，
上 野恵 子，

三橋

紀 夫
，

津 禺 信 次
，

渕 之 上 昌 平１Ｐｅｒｉｐｈ 劔 Ｃ 雌 血ｇＢ 副ｏｏ 理 ＣＢ）の 舷 ㎞ｇｔｃｏ１ が 破 損 し た 王 例、

第 亘５ 回関 東 ＷＲ 研 究会．（平 成１５ 年７月 亘２ 目、 東 京）

８２． 三橋 紀夫 （招 待講演）：Ｐ◎蜘 樹 Ｍ◎ｉ釦汕脱 晦ｇ醜 血 胎磁ａ士ｉ◎口 恥ｅｒａｐｙ３的 即鋤一ＵＳＡＣ触 鮒

丁 醐 触ｅ批 Ｓｙ㎜ｐｏｓｉ㎜ユ（珊 ＣＴＳ）：Ｎｅｗ 亘ｏ曲ｏ㎜ ｏｆ 耽 ｇｅ飽ｄ 砒 ａ触 鮒 虹 賄 曲説ｉｏｎ Ｏｄｃｏ１ｏ 駆 第

３ 回 冒 米 雅 ん セ ミ ナ ー （平 成 豆５ 年 １０ 月 ２
，
３
，
４ 買、 京 都）

８３． 秋元 哲夫
， 野中 哲生， 看州 仁， 桜 井薬 幸， 申 野隆史， 三橋 紀 夫＝ 温 熱淋 放射 線に よる 醜 楓

のリ ン酸化と 核内 フォーカ ス 形成 に与 完る影 響． 員本 ハイ パー サー ミア 学会 第 ２０ 回 大会

（平 成 １５ 年 ９ 月 ５
亭
６ 目、

福 岡）

８４
．

桜 井 英 幸
，

早 州 和 重
，

三 橘 紀 夫
，

歪 木 義 男
。

中 山 優 予
，

黒 崎 弘 正
，

那 須 佐 魚 子
，

石 州 仁
，

斉

藤淳一
， 秋元 哲夫，

新部英男： 骨浸潤を有する胸壁浸潤型非細胞肺癌に対する温熟併用放

射 線療 法の 効果．（優 秀論 文２） 目 本ハイ パー サー ミ ア学会 第 ２０ 回 大会 （平成 １５ 年 ９月

５，
６ 員

、
福 岡）

８５．
清 塚 誠

，
関 香 織

，
増 川 愛

，
福 留 美 夏

，
河 野 真 理

，
材 松 博 之

，
前 林 勝 也

，
唐 澤 久 美 子

，
三 橋

紀夫： 放射線 治療 期間 中に Ｇ－ＣＳＦ を使 用 しだ症 例の 血小 板数 の変 化． 第 ２９ 回 東京 女子 医



科犬 学乳 癌研 兜会 （平成亘５ 年 ９月 ２◎目、 東 京）

８６、 秋 元 哲夫， 野申 哲生
， 原 島 潜一

， 看川 仁， 桜 井英 幸， 中野 隆史， 三橋 紀夫： 温熟 が放 射線 に

よる 肥ＡＸ のリ ン酸化と 核 内フ汰 一カ ス形 成 に与 え る影響． 第 ６２ 回 買本 癌学 会総会 （平

成 １５ 年 ９ 月 ２５
．
２６２７ 冒

、
名 古 屋）

８７、 野中 哲生， 秋 元 哲夫， 三橋 紀 夫
，

原島 浩一
，

石川 仁
，

桜 井英 幸， 中野 隆史： 蛍光 抗体 法に よ
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目的

がん治療の集学的治療に占める放射線治療の割合は高くなりつつあるが、 放射線治療単独で

治癒 しえないがん症例は少なく ない。 その原因の１つと して赦射線感受性の低い淋んが存荏す

るこ とが 挙 げられ る。 そ こで、 わ れわ れほ ζれ まで に、 照射 後早 熱 ζ起こ るア 添 トー シス の 違

い淡 ｐ５３ が ん獅翻 遺伝 子 の 搬 腕 な ら びにｐ５３ と 細胞周 期・ ア 瀞 紅一 シス 関連 因子 の シグナ ル

伝 達機構に関連していることを明ら秘にした。 裏危、 線胞増殖遠度⑳慈いや照射後の綱胞周期

（ＤＮＡ 修復を中心と し花綴胞属期の停止） の変化の違いか赦射線感受牲１こ関与していること

も報 告 してき 淀。 これ らの 結果 か らア 添 トー シスに 関 連 し危 シ グナ ル転 達機構“いわ ゆる 死 の

シグナル俵達”と、増殖因子の発魏などに伴う細胞増殖串 ＤＮＡ修復園子⑳発魏に伴う細胞の修

復“い わゆ る 生の シグ ナル 伝 達”と の 闘 には ア ポ トー シス 誘 導 シ グナ 汐儀 達 のク 源 ス トー ク が

あると考完ら抗だことがら、 これらを痂味し花総合的な赦騎線感受僅⑳先行指標を明らかにす

る こと を園的 と して検 討 し花。 裏 花、 近 年、 労 子標的 治療 薬滋璃 治療 の新 じい戦 賂と して 注冒

されていることから、 細胞死の シグ カ 雌 ら泌紅綴胸生存シダナ汐儀達の機構に注貿し、 この

経路に関与する分子や螢白をターゲットとする分子擦釣薬翻⑳敏射線増感効果を基礎的に検

討 し た。

研究成果の概要

Ｉ． 生存シグナル阻害剤による放射線増感効果

取◎ｓ㎞ｅ 脇ａｓｅＲｅｃ印 倣ｓの１ つで ある 臨 服 を強 発現 して いる 腫瘍 ほ ど、 放射 線感 受性 淡低

いことから、 上皮増殖園予受容体シグナル伝達阻害剤を用いてシグナル俵達経路を阻害するこ

と に よっ て 放射 線 増感 効 果 躯認 め ら れる 淋 どう か 検 討 した。 チ狽 シ ンキ ナー ゼ 鰹害 剤 で ある

疏ｎ１ｓｔｅ血 な らび に 醐 服 の 特異的 阻 審剤 であ る ＡＧ 岬８ を照射 に傍用 す ると、 生存 シグナ ル で

あるｐ４２！醐 習脈 と 紙丁浬 脇 の照 鍬こまる活性化茄鞠樹され， 放射線感受性淡増強 しだむ じ

か し、 ＡＧ脾７８ によ る増 感効 果の方湯ミ小さ かっ花。 漢 だ、 変異 型 ｐ５３ 綱胞 株 で は、 野 生型 ｐ５３

綱 胞 よ り も そ の 溝 性 化 を効 率 よ く 挽 制 し増 感 率 淋 高 かっ だ。 さ ら に、 Ｍｅｋ 阻害 剤 で あ る

醐９８０５９な らび にＰＩ３Ｋ 阻讐剰 で ある 蛆２９００２に つい ても 餌３ の 搬鋤ｓに かかわ らず 放射 線増

感 が 得 られだ。

２． 分子標的薬剤を用いだ放射線増感効果

１）亘Ｓ醐Ｏ はｐ５３， Ｒ甜一１や ＡＫＴ な どの 細胞内 の 主要 な分子 と シャペロ ンコ ンプ レックス を 形



成 じて おりも これ らの 分子 の機 能維持 に 重要な 役割 を果 淀 してい るこ とが 明ら かと なって きて

い る蘂 そ こ で
、

ＲＳＰ９０ シ ャ ペ ロ ンニコ ン プ レ ッ ク ス の 阻 害 作 用 を 有 す る 醐ｄｉｃｉｃｏ１ に よ る 放 射 線 増

感 作周 の 有無、 ま だそ の機 序につ いて検 討 し、 蝸ｄｉＣｉＣＯ１併用 によ るア 添 トー シス 誘 導は 綱胞 株

によ り異 なる が、変 異型ｐ５３綱 胞で は放射 線単 独 では認 め られな いア ポ トー シス 淋誘 導 され 危。

ま花、 放射線照射で誘導される 榊 Ｋ 幽２碑４ 駅Ｋ） の活性化淋、 脇碗言ｃｏ１の併用により挽綱

され てお り、 放射 線感 受性増 感 の機 序の一 困と 考 完られ 淀竈

２）ヒストン脱アセチル化魁害剤である 脆 脇俺触Ａの放射線増感作用についてｐ５３ｓ悔鵬 が異

なる 鯛胞 株 を用 い て検 討 し、 そ の増感 効 果に はｐ５３ の ｓ憾触ｓの 違い により 叢 異め蛎 るも のの、

ｐ５３ 淋野 性型、 変 異型 を閥 わず認 め られ危、 増 感の 機序 には ｐ５３ 野 牲型 の綱胞 のみ な らず、 変

異 型の 綱胞 でも ㈱ｐ搬３ の渚 僻化 を伴 うア添 トー シス 誘 導然認 め られ花。 ま花、． 脇一三 の分 解

と 欧ｋ の活性 化 阻 審が 繍ｃ脆ｓ組脆 Ａ の傍用 で 認め られ、ｃ鎚ｐ搬３の 活性 化に加 完、 Ｒ絡Ｅｒｋ シグ

ナル伝達経路の活性化靭劔も増感機序の一因と考完られ危。

３、 放射 線に よる 胞 脳 のリ ン酸化 と核 内フォ ㎞労 ス 形成 に与 える彰 響

放射 線 による ＤＮＡ 二 重鎖 切断に 伴っ て核 内に 出現す る ヒス ト ン Ｈ２ＡＸ また は 鵬Ｓ１ のフォ

ー 労ス 形 成の変 化 を検討 しだ とζ ろ、醜 脳 フォ ーカ ス形 成 は２卿 照 射５分 後で ぽ一ク を示 し、

徐 冷 に滅少 す るパタ ー ンを 塁 しだ。 ま た、 醜 ＡＸ フォ ーカ ス 形戒に ｃｏ互ｏｃ独鴉 す る 鵬 Ｓ１ のフ

ォ ーカ ス 形成の 増如 も認 め ら托だ。

温 熱を 放射 繍 こ傍用す る と照射 によ る 亘２ＡＸ フォ ーカ ス形 成 数とτ㏄ 繍 され るＮＢＳ亘の フォ

ーカ ス形 成数 が放 射線 単独 に比較 して抑糊 され てい 危こと か ら、 温 熱に
一
よ る 放射線感 受 性増感

の機序に、温熱による 脱 楓 のリン酸化とフ孝一カス形成の修飾が関与している可能性が示唆

さ れ た
。

４、 低 酸素 と放 射線感 受 性

薪規 低 酸素細胞 マー カ である 障一Ｄ－ＩＡＺＧＰ を用 いて マ ウス 腫瘍の 低酸 素分 繭の 描闘 を試 みる

とともに、 赦射線単独治療を施行し淀子宮頸癌 唖 期例の生検組織を用いて低酸素で誘導され

る転写困子である 瓢 則 の発現と潜療成績との関係を験討しだ竈各種翁子標駒薬剤の併用によ

っ てｐ５３ ｓ憾搬 に関係 なく 放射 線増 感効 果が 認 めら れ危淡、 放 射線増 感 の機 序は 野生型 ｐ５３ 細

飽 で はア 栄 トー シス の増痂 で あっ危 も のの、 変 異型 ｐ５３細 胞 ではア ポ トー シス を含め 様冷 な細

胞 死 の増加 で あっ 危。
ｉ２５Ｉ舟Ｄ－ＩＡＺＧＰ を用 い淀 低酸 素綱 胞の 体肉・ 腫 瘍内 分硫 の検討 で は、 他

臓器 に比 して 腫瘍 への高度 な 敢り込 み 淋認 め られ、血 液と 腫瘍 の勇 ウン トの 艶ぱ約８借に 達 し、

腫瘍 の増 大に 伴っ て集積 は増 痂 した。 ま 花、 腫瘍 内 酸素分 圧と 厚一畑ＰｌＰｉ、妥Ｃ搬ｉ 値 は腫 瘍の増

大に 伴い 有意 ぽ低 下 し危。 さ らに 腫瘍 の放 射線感 受 性は 大き な腫 瘍ほ ど低 かっ 危。 子 富頸 癌で

は Ｈ㎜一五狐 の 発 現 と ｐ５３ ｓ滅 触
，

搬 Ｙ Ｂｃ五・２ヨ
Ｂ 楓 と の 間 に ほ 明 ら か な 相 関 は 認 め ら れ な か っ た が

、

Ｈ限１α を 強整現 してい る症 例の Ｒｅｌａｐｓｅ旋ｅｓ㎜ｉ棚 は 有意に 不良 であっ 危。



まとめ （将来展望）

わ加われは抗癌剤や放射線の感受性の決定要因 としての“綱胞死のシグナル”である ｐ５３ を趣点

とする放射線誘発ア添トーシスの役割のみならず、 赦射線感受性増感の分子標的としての上皮増

殖 囚 子受 容体（ＥＧＦＲ）一
とそ の シ グナル 伝 達経 路に 注 目 し、 そ の 阻 割こよる 放射 線増 感作 用 につ い

て検討 じてきた。 醐 服 ま花その下流の 酔２娯４£服、ＡＷ の特異的なキナーゼ阻害による活性

化抑糊で放射線増感作用が認められだことから、 生存シグナル儀達経路の構成分子を標的と し危

治療が、 放 射線 低抗 性の 克腿に 有用 で ある 可能性 が明 ら かと なっ た、 ま 花、 ＨＳ四〇 シャ ペロ ンコ

ンプレヅクスの鰹害やヒストン脱アセチル化の阻害は、Ｍ紐Ｋ シグナル伝達経路の瀞性化柳制淡

機 序 に関 与 して いる こと も明 かと なり、 放 射線増 感 作用の 新 しい標 酌に なり うる と考 え られ危。




